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２０２０１１１１年年３３月期月期 第２四半期第２四半期 P/LP/L分析分析（前年同期比）（前年同期比）
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第２四半期
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構成比

・増収により利益確保+40837－△371営業利益

・営業外収益に

助成金（98百万円）を計上
+308131－△177経常利益

・コスト圧縮の継続△1627317.9290販管費

・稼働人員の増加+2101,835100.01,624売上高

△133

△81

1,705

金 額

+20976－当期純利益

+392310－売上総利益

・人件費圧縮△1811,524105.0売上原価

増減要因増減額金 額構成比

（単位：百万円、％）

◆売上高 ・・・待機技術者の戦力化に伴う稼働人員の増加や、顧客の残業規制緩和継続により稼働工数が

増加し、前年同期比１３．０％増の増収。

◆営業利益 ・・・稼働率の上昇による利益率の改善及び継続的なコスト圧縮により、

前年同期比408百万円増と大幅に改善した。

◆経常利益 ・・・雇用助成金の受給金額は減少するものの、営業利益の改善が大きく、前年同期比308百万円増。
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稼 働 率

2011年3月期
第2四半期

84.0％

稼 働 時 間 9.19Ｈ/人・日

2010年3月期
第2四半期

60.2％

8.82Ｈ/人・日

技 術 料 金 3,387円/Ｈ3,542円/Ｈ

期末技術者数 594人774人

前年同期比

+23.8ｐ

+0.37H/人・日

△155円/Ｈ

△180人

※上記技術料金は受託開発部門を除いております

主要指標対前年度比較主要指標対前年度比較

①稼働率 ・・受注回復状況を背景とした稼働人員の増加や組織体制の再構築を行い上昇。
②技術料金・・顧客要望への柔軟な対応及び業務領域拡大に伴い低下。
③稼働時間・・顧客の残業規制緩和が継続し増加。

④技術者数・・ゼロ採用、組織体制の再構築を実施し減少。
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※稼働率（％）＝稼働技術者数/技術社員総数*100

（％）

稼働率推移（3ヵ年）

新卒除く

新卒含む

74.1

71.5

3月

66.5

62.2

2月

64.2

60.2

1月

62.6

58.5
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62.3

57.9

11月

61.2

57.0

10月

89.188.886.783.181.376.163.563.463.566.166.667.581.686.890.093.393.994.395.594.494.494.693.993.5

89.188.886.783.181.376.159.058.758.861.061.462.281.685.587.890.490.590.491.890.289.988.284.681.7
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87.7%87.7%87.7%

通 期下 半 期上 半 期

2009年3月期

60.6%61.1%60.2%

通 期下 半 期上 半 期

2010年3月期

84.0%

上 半 期

2011年3月期



２０１１２０１１年３月期年３月期 業績予想業績予想
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※※20102010年年1010月月2828日付け発表の業績予想修正数字日付け発表の業績予想修正数字

売 上 高

金額 百分比

3,687

営 業 利 益

経 常 利 益

当期純利益

47

186

107

1.3

5.0

2.9

金額

3,452

△91

137

78

百分比

100.0

―

4.0

2.3

百分比

100.0

―

―

―

（単位：百万円、％）

100.0

金額

3,274

△627

△154

△125

２０１０年３月期

（実績）

２０１１年３月期

（期初予想） 前年同期比

増減率

+12.6

―

―

―

増減額

+413

+674

+340

+232

２０１１年３月期

（修正予想）

第２四半期まで実績及び受注状況、稼働状況等を勘案し業績予想を上方修正。
予想は営業利益確保を最優先とし、更に圧縮されている人件費の

還元の見込んだ上でも、期初予想を上回る見通し。
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稼 働 率

2011年3月期
修正予想

87.1％

稼 働 時 間 9.16Ｈ/人・日

2010年3月期

60.6％

8.95Ｈ/人・日

技 術 料 金 3,388円/Ｈ3,433円/Ｈ

期末技術者数 577人709人

前年同期比

+26.5ｐ

+0.21H/人・日

△45円/Ｈ

△132人

※上記技術料金は受託開発部門を除いております

①稼働率 ・・下期には大きな変動はないものと見込み、前年同期を大幅に上回る予想。
②技術料金・・前年同期比は下回るものの、当第2四半期の水準を維持。
③稼働時間・・第2四半期までの残業規制の緩和状況を反映し増加予想。
④技術者数・・ゼロ採用から即戦力技術者の採用再開にシフトするものの、厳しく見込み減少を予想。

主要指標対前年度比較主要指標対前年度比較（予想）（予想）

2011年3月期
期初予想

81.4％

9.01H/人・日

3,342円/Ｈ

606人



本資料について本資料について

本資料は、当社の企業説明に関する情報の提供を目的としたも

のであり、当社が発行する有価証券の投資を勧誘することを目

的としたものではありません。また、本資料は2010年11月11日

現在のデータ等に基づいて作成されております。本資料に記載

された意見や予測等は資料作成時点の当社の判断であり、その

情報の正確性、完全性を保証し、または、約束するものではなく、

今後、予告なしに変更されることがありますので予めご了承くだ

さい。
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本資料に関するお問い合わせ先

株式会社ヒップ株式会社ヒップ

IRIR担当担当
〒〒220220--00030003 横浜市西区楠町横浜市西区楠町88--88

TEL:TEL: 045045--328328--10001000

FAX:FAX: 045045--323288--10011001

EE--mail:mail: ir@hipir@hip--pro.co.jp pro.co.jp 

URL:URL: http://www.hiphttp://www.hip--pro.co.jppro.co.jp

お問合せ先お問合せ先
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